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メ. 4 區ダ 



たばこぼん はなかん ざし 

上げた ような お 煙草盆に、 小さい 花 簪を揷 している。 

てぬぐい ひざ 

白い 手拭 を 畳んで 膝の 上に 置いて、 割箸 を 割って、 

手に 持って 待って いるので ある。 

きれ 

男が 肉 を 三 切 四 切 食った 頃に、 娘が 箸 を 持った 手 を 

伸べ て、 一切れの 肉 を 挟もうと した。 男に 遠慮がない 

ので はない。 そんなら と 云って 男 を 憚る とも 見えな 

ヽ o 

レ 

「待ちね え。 そり や あま だ 煮えて いねえ ご 

娘 はおとな しく 箸 を 持った 手 を 引っ込めて、 待って 

いる。 

むな 

永遠に 渴 している 目に は、 娘の 箸の 空しく 進んで 空 



少し 煮え 過ぎて いる 位で ある。 

男 は 鋭く 切れた 二 皮 目で、 死んだ 友達の 一人娘の 顔 

をち よいと 見た。 叱り はしない ので ある。 

ただこれ から は 男の すばしこい 箸が 一 層 すばしこく 

なま 

なる。 代りの 生 を 鍋に 運ぶ。 運んで は 反す。 反して は 

食、 つ。 

しかし 娘 も 黙って 箸 を 動かす。 驚の 目 は、 ある 目的 

に 向って 動く 活動の 目に なって、 それが 暫ら くも 鍋 を 

離. W な レ 

大きな 肉の 切れ は 得られないでも、 小さい 切れ は 得 

られ る。 好く 煮えた の は 得られないでも、 生煮えな の 



一 つ、 五つに 一 つ は 子 猿の 口に も 入る。 

母 猿 は 争い はする。 しかし 芋が たまさか 子 猿の 口に 

這^っても 子 猿 を 窘め はしない。 本能 は 存外 醜悪で な 

ヽ o 

レ 

箸の すばしこい 本能の 人 は 娘の 親で はない。 親で な 

いのに、 たまさか 箸の 運動に 娘が 成功しても 牝り はし 

ない。 

人 は 猿よりも 進化して いる。 

四 本の 箸 は、 すばしこく なって いる 男の 手と、 すば 

しこくな ろうとし ている 娘の 手と に 使役 せられて いる 

のに、 今 二 本の 箸 はとうとう 動かずに しまった。 



永遠に 渴 している 目 は、 依然として 男の 顔に 注がれ 

ている。 世に 苦味走った という 質の 男の 顔に 注がれて 

いる。 

一 の 本能 は 他の 本能 を 犠牲に する。 

こんな 事 は 獣に もあろう。 しかし 獣より は 人に 多い 

ようで ある。 

人 は 猿より 進化して いる。 

(明治 四十 三年 一 月) 
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